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AREA軽井沢ホームぺージができました！

https://area-karuizawa.com

一般社団法人AREA　AREA軽井沢 施設長

施設概要

針木　小太郎

 平素より格別なるお引き立てを賜りまして誠にありがとうございます。
 AREA軽井沢におきまして施設責任者を務めております、針木小太郎です。
 
 日頃より当所運営に際しては、数多くの方々のお力添えを賜りながら
昨年4月1日の開所以来今日まで進めてくることができました。
皆さまにきちんとお会いして、お一人ずつ感謝をお伝えすべきことは
重々わかっていながらも、マルチタスクのできない私は年末の大掃除に
もデスク廻りの掃除すらままならず、当然この原稿も〆切を大幅に超過し
取りまとめてくれている担当者からの“いいんです、大丈夫です”の一言に、
“いつもと違う何か”を感じ慌てて書いている始末でして、お恥ずかしながら
も News Letterの紙面を用い改めて皆様に御礼申し上げる次第です。
いつも多くのご支援・ご指導を賜り、本当にありがとうございます。

当法人代表理事の山本から、藤岡ダルク(我々の出身母体であり当法人内の依存症回復施設)のスタッフルームで不意に
呼び止められ、“北軽井沢にギャンブル等依存症の回復施設を立ち上げる、お前がやれ”と言われた日から
まだ2年も経っておらず、私自身の回復も今月でやっと5年を迎えたばかり・・・そう遠くないにも関わらず、最近
これまでの事を振り返るとあっという間だった、と得も言われぬ感情を抱くことがしばしばあります。
 開所時、私を含めた13名でスタートしたAREA軽井沢はその後多くの入寮相談を頂き、現在は30名が様々な想いを抱き
ながら“戻るべき場所”へ向けて生活しています。
   卒業生や当所でのプログラムを修了し社会復帰に向け施設移動して行くのを見届けられた喜びもあれば、“人は変え
られない・変わろうとする思いの種を手渡す事しかできない”という相反する感情を抱く別れも幾度となくありました。
 その度に私自身の≪病的思考≫がむくむくと顔を出し、回復の為の12ステップの1番目である、『無力を認める』こと
に直面しながら、私も根っからの一依存症当事者であることを思い返し、ここで立ち止まってはいけないという気持
ちを新たに抱かせてくれた仲間たちに感謝し、また次の“今日一日”を入寮生とともに歩んでいます。
 
 2026年、2年目に入っていく中でこれまでとは異なる課題や新たな挑戦が待ち受けています。支えてくださっている
皆様、そしてともに回復を続ける仲間たちからもらった多くのものを、これからも次の仲間へ手渡して参りたいと思
います。
 どうぞ本年もよろしくお願いいたします！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

『AREA軽井沢　News Letter発行開始に寄せて』

AREA軽井沢よりご挨拶Pickup!
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　新ナイトケアハウス

Challenge!!

ARACコテージ

『"ARACコテージ" 開所しました！！』

新・ナイトケアハウス開設Pickup!

vol.2 令和８年 ２月１０日発行
編集　ワタル/あんご

一般社団法人AREA

        AREA軽井沢

プログラムの様子 LINE相談
実施中！

9:00～17:00
※時間外も対応可

・私ってギャンブル依存症かも..。
・家族のギャンブルの問題で悩んでいる
・ギャンブルの事が頭から離れない

一般社団法人AREA AREA軽井沢

令和8年2月1日より、新ナイトケアハウスとして『ARACコテージ』が開設しました！

本館（デイケア実施場所）とは別の建物となっており、ナイトケア専用の生活スペースとして新たにスタートいたしました。

また、新ナイトケアハウスの増設に伴い、新入寮者の方の受け入れを再開いたします。これまで以上に、多くの方に安心して
回復に向き合っていただける環境を整えてまいります。

生活リズムを整えながら、安心して休める場所、そして自分のペースで回復に向き合える居場所として、スタッフ一同
あたたかく支えていきたいと考えております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

初めまして。ギャンブル依存症のツバサと申します。
今年の1月から、スタッフ研修をさせていただいています。
今回は、プログラムの一つであるスポーツプログラムについて
紹介したいと思います。
長野原町の体育館をお借りし、月に2回を目安に実施しています。
バレー、バスケ、フットサル、バドミントン、卓球など、さまざまなスポーツを行っ
ていますが、一緒にスポーツをする中で私が感じるのは、多くの仲間がとにかく負け
ず嫌いだということです。
入寮当初の私は、「自分の人生はもう終わった」と絶望し、何に対してもやる気が湧
かず、依存症にも全く向き合うことができませんでした。
そんな中、仲間たちが全力でプログラムに取り組む姿勢は、AREA軽井沢の最年少の
うちの一人である私に、「自分も負けていられない」と思わせてくれました。
同時に、自分の問題に向き合い、前を向くきっかけを与えてくれたことを、今でもは
っきりと覚えています。
今後は、ギャンブルのない新しい生き方、人生を歩んでいく中で、施設を通して過去
の自分とも向き合いながら、この経験が必ず生きる時が来ると信じています。
そのためにも、施設でのプログラムに真摯に取り組んでいきたいと思います。
これからも寮生として自分の回復を続けていくことはもちろん、スタッフ研修生とし
て、少しでも仲間のサポートができればと思っています。
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